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1　は じめに

　 こ こで は,民 族 学 研 究 用 画 像 検索 シス テ ムCIRES(Color　 lmage　 Retrieva1　System

for　Ethnological　 Studies)を 操 作 す る ときに 必 要 に な る基 本 的 な知 識 と具 体 的 な操 作

手 順 につ い て説 明 しま す。CIRESは,コ ン ピ ュー タ ー に馴 染 み の薄 い ユ ー ザ ー に も

で き るだ け 簡単 に操 作 で き る よ う,ユ ーザ ーイ ンタ ー フ ェー スを工 夫 して 設 計 ・実現

して あ りま す。CIRESの シス テ ム概 念 と構 成,　 L一 ザ ー イ ンタ ー フ ェー ス設 計 の詳

細,国 立 民 族学 博 物 館 へ の導 入 内容 等 につ い て知 りた い方 は,本 編 を参 照 して くだ さ

い1)。

2　 CIRESの 基 本

2.1CIRESの 初期 画面

　・CIRESが 正常に起動されるとタイ トル画面(tVIVID」 の文字が表示される)が

　 数秒表示 され,そ のあ と図1の ような初期画面が表示されて使用可能な状態にな

　　ります。

図1CIRESの 初期画面

1)本 書 「共同研究の概 卜 方 法 と成果一 」お よび,「 民族学研究用画像検索 システ ムの視

　覚化 ユーザ ーイ ンター フェース」,「標 本画像検索 シス テムの民博へ の導入」。
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2.2CIRESの 画面 構成

　・CIRESの 画面は基本的にアイコンと呼ぽれ る図記号と,ウ ィンドウと呼ばれる

　 電子的な覗き窓によって構成 されています。 これらの名称と役割を簡単に説明し

　　ておきます。

0資 料室アイコン　標本資料の検索を行ないたい場合,こ こにフォルダーを持っ

　 てきます。

② 集合演算アイコン　 2つ のフォルダー間で集合演算を行ないたい場合,こ こに

　 フォルダーを持ってきます。

05080ア イコン　標本資料の画像を拡大して見たい場合,ま たは高解像度ディス

　 プレイ5080上 に画像を表示 したい場合,こ こに画像を持ってきます。

0フ ォルダーアイコン　検索条件が記入された 「検索カー ド」が1枚 と,そ の条

　 件で検索 された標本資料に関する情報が 「情報カー ド」という形で入っていま

　 す。表紙に書かれている数字は,入 っている情報カー ドの枚数を表わ していま

　 す。

⑤ 引き出 しウィンドウ　基本的にウィンドウとは,図2に 示すように大きなもの

　 (画面にも入 りきらない ような広い範囲)の 一部を覗 く窓 と考えて ください。

　 引 き出しウィ/ド ウの場合は,フ ォルダーの入っている引き出しの中を覗いて

　 いることにな ります。

0タ イ トルバー　ウィンドウ上部の白い帯の部分のことで,ウィンドウ の名称が

図2ウィンドウ
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記入されています。この部分をマウスでつかんで動かすことで,画 面上でのウ

ィンドウの位置を移動させることができます。

⑦ クローズボタン　このボタン をマウスで押すと,ウ ィンドウが閉じます。

⑤ スクロールボタン　ウィンドウ の右端に上下,下 端に左右のボタンがあ り,マ

　 ウスで押す ことでウィンドウ の表示部分を矢印の方向に移動(ス クロール)さ

　 せることができます。

0ス クロールバー　マウスでつかんで動かすことで,ウ ィン ドウの表示部分を好

　 きな位置に移動させることができます。

⑩ ゲ ロー(grow)ボ タ ン　 マ ウス でつ か ん で動 か す こ とで,ウィンドウ の大 き さ

　 を 自由 に変 え る こ とが で き ます 。

2.3マ ウスの使 い方

　・CIRESの 操作の大部分はマウスを使って行ないます。マウスを初めて使 う方の

　 ためにも,CIRESに おけるマウス操作の基本を説明 しておきます。

　　(1)マ ウスを図3の ように右手で持ちます。ひとさし指を左ボタン の上に,中 指

　　　 を右ボタンの上にのせて手のひらでつつみこむようにします。(左 利 きの人

　　　 の場合は逆に左手で持ち,ひ とさし指を右ボタンの上に,中 指を左ボタンの

　　　 上にのせて ください。ただし説明の都合上,以 後は右手で持っているものと

　　　　して説明していきます。)

(2)そ のままマウスを動かす と,画 面中央に表示 されている赤い矢印(マ ウス

　　カーソル)も それにしたがって動きます。このとき手首を左右にひねってマ

図3　 マ ウスの持 ち方
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ウスを傾けながら動かすと,マ ウスカーソルが思いどお りの方向に動きませ

んので注意してください。

(3)次 に マ ウスのボタン の 使 い方 に つ い て説 明 し ます。CIRESで は 左ボタン は,

　 　も のを つ か ん で 動 か した り,ス ク ロー ルボタン や ク ローズ ボ タ ン(画 面 内 の

　 　黄 色 い 四 角形)を 押 す の に使 い ます 。 右ボタン は,メ ニ ュ ーを表 示 させ,コ

　 　マ ン ドを 選択 す る の に使 い ます 。

(4)そ れ では 練 習 と して フ ォル ダー をつ か ん で動 か してみ ま し ょ う。 まず マ ウス

　 　を 動 か してマ ウス カ ー ソル を画 面 の左 上 に あ る 「作 業 用 」 と書 かれ て い る フ

　 　 ォル ダ ー上 に 持 って い って くだ さ い。 こ こ で左ボタン(ひ と さ し指)を 押 し

　 　た ま ま にす る と フ ォル ダ ーの まわ りに 白 い枠 が 現 わ れ ます 。 これ でそ の フ ォ

　 　ル ダーを つ か ん だ こ とに な ります 。

(5)左 ボタンを押 したままマウスを動か して,マ ウスカーソルを右どな りの空い

　　ている場所に移動させてください。 ここで左ボタンを離す と,「作業用 フォ

　　ルダー」がその場所に移動します。 これが左ボタン による移動操作の基本で

　　す。

(6)次 に右 ボ タ ンに よ る メ ニ ュー選 択 の基 本 操 作 を練 習 しま し ょ う。 マ ウス カ ー

　 　 ソルを 「作業 用 フ ォル ダ ー」上 に持 って い って くだ さい 。 こ こで右ボタン(中

　 　指)を 押 した ま まに す る とマ ウス カ ー ソル の右 横 に 白い 四 角 形 で 囲 まれ た メ

　 　ニ ューが 現 わ れ ます。

(7)右 ボタンを押 したままマウスを右に動かしてマウスカーソルを白い四角形の

　　中に移動させると,そ の行が白黒反転 します。そのままマウスカーソルを上

　　か ら2行 目の 「フォルダーを削除する」に移動 してから右ボタン を離 して く

　　ださい。 これで 「作業用フォルダー」の削除を選択 したことにな ります。こ

　　れが右ボタンによるメニュー選択操作の基本です。

(8)削 除のようにデータが失われる恐れのあるコマソドが選択された場合には,

　　確認するために画面中央に青い四角形が現われ,実 行するかどうかたずねて

　　きます。マウスカーソルを 「了解」と書いてある小さな白い四角形に移動 さ

　　せ,白 黒反転 した ら左ボタンをチ ョソと1回 押 します。これで削除を了解 し

　　たことになり,「作業用フォルダー」が画面から消えます。
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・以上でCIRESに おけるマウスの基本操作についての説明を終了します。基本的

に 「左ボタン はつかんで動かす」,「右ボタン はメニュー選択する」とい うことを

覚えておいて ください。

,2.4CIRESを 終 了す る

　 ・基本操作の1つ として終了方法を練習しましょう。マウスを使って次のように実

　　行してみてください。

　　 (1)マ ウスカーソルを移動させ,引 き出しウィンドウ のクローズボタン(左 上角

　　　　にある小さな黄色い四角形)を 指してから,左ボタン をチ ョソと1回 押しま

　　　　す。

　　 (2)CIRESを 終了するか どうかたずねてきますから,マ ウスカーソルを 「了解」

　　　　 と書いてある小さな白い四角形に移動させ,白 黒反転 したら左ボタン をチョ

　　　　 ンと1回 押 します。

　 ・以上でCIRESの プログラムは終了し,　DOSの プロンプトが現われます。

3CIRESの 操 作 方 法

3.1情 報 カー ドの検索 を行 な う

　・それでは実際に,CIRESを 使って情報カー ドの検索を行なってみましょう。

3.1.1作 業用 フ ォル ダ ーを用 意 す る

　 ・情 報 カ ー ドの検 索 を行 な うに は,検 索 して きた カ ー ドを 入 れ るた め の フ ォル ダ ー

　 が 必 要 です 。2.3節 で マ ウス の 練 習 の た め に フ ォル ダ ーを 削 除 して し ま った の で,

　 今 度 は作 業 用 フ ォル ダ ーを新 し く作 って み ま し ょ う。

　 　(1)マ ウス カ ー ソル を 引 き出 し ウ ィ ン ドウ内 の青 い部 分 に移 動 させ て くだ さ い。

　 　(2)右ボタン を押 す と 「作 業 用 フ ォル ダー を 作 る」 とい うメ ニ ューが 現 わ れ ます

　 　 　 か ら,マ ウス カ ー ソル で そ れ を 選 択 しま す 。 メ ニ ュ ーが 現 わ れ な い場 合 に

　 　 　 は,マ ウス カ ー ソル の 位 置 を少 し変 え て も う一 度 や って み て くだ さ い。

　 　(3)そ の場 所 に 作 業 用 フ ォル ダー が現 わ れ ます 。
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3.1.2　 検 索 カー ドに 検 索条 件 を記 入 す る

　・以 上 で 新 しい 作業 用 の フ ォル ダ ーが 作 られ ま した。 次 に この フ ォル ダ ーか ら 「検

　 索 カ ー ド」 を取 り出 して,検 索 条 件 を記 入 します 。 こ こで は 例 と して,「 ビル マ

　 で 使 用 され て い る仮 面」 を検 索 す る こ とに します 。

(1)マ ウス カ ー ソルを 作 業 用 フ ォル ダ ー上 に 持 って い き,右ボタン を 押 して メ ニ

　 　 ュ ーを 出 し,一 番 下 にあ る 「検 索 カ ー ドを取 り出す 」 を選 択 します 。 す る と

　 　 フ ォル ダ ーが 開 い て,図4の よ うな 検 索 カ ー ドが 画面 に表 示 され ます 。

(2)左 端の 「標本番号」 とか 「標本名」と書いてある部分を 「項 目欄」,右側の

　　何も書かれてない部分を検索条件を記入する 「入力欄」 と呼びます。また一

　　番上の行にある赤い下線は,文 字を入力する場所を示す もので,「文字カー

　　ソル」と呼びます。文字カーソルはキーボー ドの → ← ↑↓キー,ま たはマ

　　ウスで動かすことができます。

(3)そ れ で は まず キ ー ボ ー ドを 使 って動 か して み ま し ょ う。 ↓キ ーを 押 して くだ

　 　 さい。 文 字 カ ー ソル が1行 下 の 「標 本 名」 の行 に移 動 します 。

(4)こ こで キ ー ボ ー ドか ら検 索 条 件 と して 「面 」 と入 力 します 。 漢 字 キ ーを押 し

　 　て漢 字 入 力 モ ー ドに して,ひ らが な で 「め ん」 と入 力 し,変 換 キ ーを 押 しま

図4　 検索 カー ドの表示
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す。「面」の文字に変換されたら改行キーを押 して確定 します。(詳 しくは日

本語文節変換等のマニュアルを参照 して ください。)す ると文字カーソルの

あった場所に 「面」 と入力され,こ れで標本名に 「面」 とい う文字を含む標

本を検索する条件を指定したことにな ります。

(5)次 に 「使用地」の入力欄に文字カーソルを移動 させ ます。今度はマウスを使

　　って動かしてみましょう。マウスカーソルを 「使用地」の入力欄の先頭に移

　　動させ,左ボタン をチ ョンと押 します。すると文字 カーソルがマウスカーソ

　　ルのあった場所に瞬時に移動 します。このようにマウスを使 うと,文 字カー

　　ソルを遠くの場所に一気に移動させることができます。

(6)こ こで検索条件として 「ビルマ」 と入力 します。今度はマウスを使って入力

　　してみましょう。マウスカーソルを 「使用地」の入力欄に移動 させ,右 ボタ

　　ソを押 してメニューを出 し,下 か ら4行 目の 「ビルマ」を選択 します。

　　(CIRESで は検索に頻繁に用いる単語を予め登録 しておくことで,キ ーボー

　　ドか らの入力の手間を省 くことができます。単語を登録す るには,マ ウス

　　カーソルを項目欄に移動させ,右ボタン で 「検索用語を変更する」を選択 し

　　てください。)

(7)以 上で標本名に 「面」を含み,か つ使用地に 「ビルマ」を含む標本の検索条

　　件を入力 したことにな ります。検索カー ド左上のクローズボタン を押 して,

　　検索カー ドをフォルダーに戻 してください。

3.1.3　資料室に検索を依頼する

　・検索カー ドの記入がすんだら,資 料室に検索を依頼します。

(1)作 業用フォルダーにマウスカーソルを移動させ,左ボタン を押 したまま資料

　　室アイコン にマウスカーソルを移動させ,左ボタン を離 します。すると作業

　　用フォルダーがすこし開いた状態に変わ り,資 料室の女の子は後ろを向いて

　　検索中であることを示 します。「ホス ト側データベースで検索中です。30秒

　　ほどお待ち ください。」というメッセージが表示 されます。

(2)そ の ま ま30秒 ほ ど待 つ と,「19件 の候 補 が 見 つ か りま した 。 検 索 結 果 を フ ォ

　 　ル ダー に 入 れ ます か?」 とい う メ ッセ ー ジが 表 示 され る の で,「 了 解 」 を選
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　 　 　 択 し ます。(見 つ か った 件 数 は,こ の説 明 と異 な る場 合 が あ ります 。)

　 　(3)す る と 「ホ ス ト側 デ ー タベ ース で 処 理 中 です 。21秒 ほ どお待 ち くだ さい 。」

　 　 　 　とい うメ ッセ ー ジが表 示 され,さ ら に21秒 ほ ど待 つ と,「 ホ ス トか ら デ ー タ

　 　 　 を 転 送 します の で,し ぼ ら くお 待 ち くだ さ い。」 とい うメ ッセ ー ジが 表 示 さ

　 　 　 れ ます 。 この メ ッセ ー ジの 下 に で て い る黄 色 いバ ーが 転 送 した デ ータ の 割 合

　 　 　 を 示 して い ます 。

(4)黄 色いバ ーが右端に達すると転送が完了します。資料室の女の子が前を向

　　　き,フ ォルダーが閉じて検索が終了したことを示 します。また検索を行なっ

　　 たフォルダーの名前は自動的に 「検索結果」に変更されます。

・以上で情報カードの検索方法の説明は終了です。次の節では検索結果の内容を表

示 してみましょう。

3.2　 フ ォル ダーの 内容 を見 る

　・フォルダーの内容の表示方法には,情 報 カードそのものを表示させる以外に,画

　 像の部分だけを一覧表にして概覧 した り,逆 に文字情報だけを一覧表にして表示

　　させることができます。CIRESで はこのような様々な表示方法によって,目 的

　 の情報カー ドをすぼや く探 した り,分 類することが可能です。

3.2.1画 像 情 報 一 覧 表 を 見 る

　 ・そ れ で は まず 「検 索 結 果 」 フ ォル ダ ーを 開 い て,画 縁 の一 覧 表 を 表 示 させ て み ま

　 　 し ょ う。

(1)マ ウス カ ー ソル を検 索 結 果 フ ォル ダ ー上 に持 って い き,右 ボ タ ンを 押 して メ

　 　 ニ ュー を 出 し,下 か ら2番 目の 「フ ォル ダー を開 く」 を 選 択 します。 す る と

　 　 フ ォル ダ ーが 開 い て,図5の よ うな 画 像情 報 一 覧 表 が表 示 され ます。

3.2.2　 情報 カ ー ドを 見 る

　 ・次 に 画像 一 覧 表 の 中 か ら情 報 カ ー ドを取 り出 してみ ま し ょ う。 例 と して,標 本番

　 号rHOO90104」 の虎 の 仮面 の情 報 カ ー ドを 見 ます 。

　 　(1)マ ウ ス カ ー ソ ル を 虎 の 仮 面 の 画 像 上 に持 って い き,右 ボ タ ンを押 して メ ニ
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図5　 画像情報の一覧

ユーを 出 し,一 番 下 に あ る 「情 報 カ ー ドを取 り出す 」を選 択 します 。 す る と,

図6の よ うな情 報 カ ー ドが 画 面 に表 示 され ます。

(2)次 に 情報 カ ー ドを め くってみ ま し ょ う。 マ ウス カ ー ソル を タイ トル パ ー(ウ

　 　 ィン ドウ上 部 の 白い 帯 の部 分)上 に持 って い き,右 ボ タ ンを 押 して メ ニ ュ ー

　 　を 出 し,一 番 上 に あ る 「次 の カ ー ドを 見 る 」 を 選 択 し ます 。 す る と次 の

　 　「HOO90105」 の情 報 カ ー ドが 画面 に表 示 され ます 。

図6　 情報 カー ドの表示
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(3)逆 に前 の カ ー ドを 見 た い 場 合 に は,同 様 に して タ イ トルバ ーの メ ニ ュ　一一で上

　 　か ら2番 目の 「前 の カー ドを見 る」を 選 択 し ます 。 す る と 「HOO90104」 の カ ー

　 　 ドが 再 び 画 面 に表 示 され ます 。

・ここで情報カー ドの下部にある 「注釈欄」の使い方について説明 しておきます。

情報カードに記載 されているデータは共用データであるため,個 人が書き換える

ことはできません。 しか し個人的に注釈をつけておきたい方のために,自 由に文

字を入力できるようにしたのが 「注釈欄」です。

(1)注 釈 欄 へ の 入 力方 法 は,検 索 カ ー ドの 入 力 と ま った く同 じです 。 文 字 カ ー ソ

　 　ル の移 動 は キ ーボ ー ドの → ← ↑ ↓か,マ ウス で行 な い,漢 字 入 力 の 要 領 で

　 　文 を 入 力 します 。 例 と して 「これ は 虎 の仮 面 です 。」 と入 力 して み て くだ さ

　 　い 。

・現在の画面で情報カー ドに表示されているのは,情 報カー ドの持つデータのすべ

てではあ りません。情報カードとして表示されるデータは,タ イ トルパーのメニ

ューの 「並べ方を変更する」を選択することで,表 示する項 目の種類や,項 目ご

との表示行数,表 示する順序を変更することが可能です。この機能を用いると,

興味のない項目を表示しないようにした り,逆 に重要な項目を先頭に持ってきた

　りすることができます。ここで変更の方法を練習しておきましょう。

(1)タ イ トル バ ーの メ ニ ュ ーで上 か ら3番 目の 「並 べ 方 を 変 更す る」 を 選 択 しま

　 　す 。 す る と図7の よ うな画 面 が表 示 され ます 。

(2)白 い枠で表示されているのが全部で30あ る項 目名で,そ の後ろには数字が表

　　示 されています。これは現在設定 されているその項 目の表示行数であ り,0

　　は表示されていないことを意味します。例 として 「使用地」の項 目を表示 し

　　ないように変更 してみましょう。行数を変えるには項 目名の右横にある 「ス

　　ライ ドボリューム」をマウスで操作 して行ないます。

(3)マ ウス カ ー ソル を 「使 用 地 」 の 右 横 に あ る左 向 きの ス ク ロールボタン(黒 い

　 　左 向 き の三 角 形)上 に 持 って い き,左ボタン を チ ョ ソチ ョソ と2回 押 し ま

　 　す。 押 す 度 に ボ リュー ムの つ まみ(縦 に 線 の 入 って い る黄 色 い 四 角 形)が 左

　 　に動 き,数 字 も2→1→0と 減 って い き ます。
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図7表 示方法 の変更(情 報カー ド)

(4)次 に マ ウス カ ー ソル を左 上 の 「終 了 」 と書 い て あ る と ころ に持 って い き,マ

　 　 ウ スの 左 ボ タ ンを チ ョ ソ と押 して くだ さ い。 情 報 カ ー ドが表 示 し直 され,4

　 　行 目に あ った 「使 用 地 」 の欄 が 消 え て,「OCMコ ー ド」 と 「OWCコ ー ド」

　 　が 上 に きて い ます 。

(5)今 度は表示する項 目の順序を変更 してみましょう。「使用地」を表示 しな く

　　してしまったので,代 わ りに 「収集地」を上に持 って くることにします。も

　　う一度タイ トルバーのメニューで「並べ方を変更する」を選択 して ください。

(6)マ ウスカーソルを 「収集地」の項 目欄に持 っていき,左ボタン を押したまま

　　「使用地」の項 目欄 まで移動させ,左ボタン を離 します。すると 「収集地」

　　の欄が 「使用地」の欄の上に挿入され,以 下の欄が1つ ずつ下にずれます。

(7)次 に マ ウス カー ソル を左 上 の 「終 了 」 と書 い て あ る と ころ に持 って い き,マ

　 　 ウ ス の左 ボ タ ンを チ ョ ソ と押 して くだ さい 。 情 報 カ ー ドが表 示 し直 され,

　 　「収 集 地 」 の 欄 が4行 目に 挿 入 され,「OCMコ ー ド」 と 「OWCコ ー ド」 が

　 　下 に ず れ て い ます 。

・変更 した情報カー ドの書式はファイルに記録されますので,電 源を切っても消え

ません。個人で使いやすいように修正 してお くと良いでしょう。
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・以 上 で 情報 カ ー ドの 見方 を終 了 します 。ウィンドウ を閉 じま し ょう。

　 　(1)マ ウス カ ー ソル を左 上 の ク ロー ズボタン 上 に 持 って い き,マ ウス の左ボタン

　 　 　 を チ ョン と押 します 。情 報 カ ー ドが 消 え て,前 の画 面 に戻 ります 。

3.2.3文 字情報一覧表を見る

　・次に画像の一覧表ではな く,文 字データを表形式に したものを表示させてみまし

　　ょう。

　　(1)マ ウスカーソルを画像情報一覧表のタイ トルバー(画 面の一番上の白い帯の

　　　 部分)上 に持 っていき,右ボタン を押 してメニューを出し,一 番上の 「文字

　　　 情報一覧表にする」を選択 します。すると図8の ような文字情報一覧表に画

　　　 面が切 り替わ ります。

　・画面には 「標本番号」,「標本名」,「使用地」の各項 目が表示されていますが,も

　　ちろんこれだけではな く,右 に長 く続いています。ウィンドウ を右側に広げて見

　　てみましょう。

　　(1)マ ウスカーソルをウィンドウ 右下角にあるグローボタン(黄 色い四角形)上

　　　　に持っていき,左ボタン を押してつかみます。

　　(2)押 したまま画面の右端まで移動させて離す と,ウィンドウ の大きさがそれに

図8　文字情報の一覧
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　 　 合 わ せ て広 が ります 。

・画 面 に 「OWCコ ー ド」 と 「OCMコ ー ド」 が 表 示 され ま した。 しか し まだ 全 体

は表 示 され て い ませ ん 。 この よ うな画 面 に 入 りき ら な い部 分 は,ス ク ロ ール ボ タ

　ソや ス ク ロールバ ー を使 っ て見 る こ とが で き ます 。

(1)ま ず ス ク ロー ルボタン を 使 って み ま し ょ う。 マ ウス カ ー ソルをウィンドウ 右

　 　下 に あ る ス ク ロールボタン(右 向 きの 黒 い 三角 形)上 に持 って い き,左 ボ タ

　 　 ソを チ ョン と押 します 。 す る とス ク ロ ール バ ーが右 に動 く と ともに,「 幅」,

　 　「奥 行 き」,「高 さ」 等 の項 目が表 示 され ます 。

(2)ス ク ロー ルバ ー の右 側 に は まだ 灰 色 の 部 分 が あ りま す の で,右 に動 か す こ と

　 　が で き ます 。 同様 に して ス ク ロール ボ タ ンを 押 して,ス ク ロー ルバ ー を 右端

　 　 ま で動 か してみ て くだ さい。

(3)次 に ス クロ ール ・ミーを使 って動 か して み ま し ょ う。 マ ウ ス カ ー ソル を ウ ィソ

　 　 ドウ下 端 に あ るス ク ロ ールパ ー上 に持 って い き,マ ウス の 左 ボ タ ンを 押 して

　 　 つか み ます。

(4)押 した ま ま左 端 まで 動 か して,離 して くだ さい。 ス ク ロー ルバ ーが 左 端 に移

　 　 動 し,画 面 も最初 に表 示 され た 「標 本名 」,「使 用 地 」 等 に戻 ります 。

・この よ うに ス ク ロー ル ボ タ ンは デ ー タを 順 々 に見 て い く と きに便 利 です し,ス ク

　 ロー ルバ ーは 一気 に違 う場 所 に移 動 した い ときや,少 しず つ移 動 す る場 合 に使 い

　ます 。

・文字情報一覧表に表示されているデータもこれがすべてではな く,情 報 カー ドと

同様に並べ替えた り,欄 の幅を変えることができます。

(1)タ イ トル パ ーの メ ニ ュ ーで上 か ら2番 目の 「並 べ 方 を変 更 す る」 を選 択 しま

　 　す。 す る と図9の よ うな画 面 が表 示 され ます 。

(2)変 更の方法は情報カー ドの場合とまった く同じです。例として 「標本名」の

　　欄を狭めてみましょう。文字数を変えるには項 目名の右横にある 「スライ ド

　　ボリューム」をマウスで操作 して行ないます。
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図9表 示方法の変更(文 字情報一覧)

(3)マ ウスカーソルを 「標本名」の左向きのスクロールボタン 上に持 っていき,

　　左ボタン を何回か押 して数字を4に します。これで 「標本名」の欄の横幅は

　　4文 字分とな ります。

(4)同 時に欄の並び方も変更 してみましょう。「標本名」の次に 「重量」を持 っ

　　てくることにします。マウスカーソルを 「重量」の項 目欄に持っていき,左

　　ボタン を押したまま 「使用地」の項目欄まで移動させ,左ボタン を離 します。

(5)次 にマウスカーソルを左上の 「終了」 と書いてあるところに持っていき,マ

　　ウスの左ボタン をチ ョソと押 して ください。文字情報一覧表が表示 し直さ

　　れ,「 標本名」の欄が4文 字分にな り,「重量」の欄が次に挿入されています。

・変更した文字情報一覧表の書式はファイルに記録されますので,電 源を切っても

消えません。

・以上で文字情報一覧表の見方を終了します。ウィンドウを閉 じましょう。

(1)マ ウ ス カ ー ソル を 左上 の ク ロー ズ ボ タ ン上 に 持 って い き,マ ウス の左ボタン

　 　を チ ョソ と押 します 。 文 字 情 報 一 覧 表 が 消 え て,「 検 索 結 果 」 フ ォル ダ ー が

　 　閉 じます 。
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3.3　 高解 像度 デ ィス プ レイ5080で 拡 大画面 を見 る

　・5080アィコン を使 って画像を拡大 してみましょう。 まず基本的な使用方法を説明

　　し,次 に実際tle50SOを接続 している場合の操作方法を説明 します。

3.3.1　5080の 基本操作

　・5080アイコンを使 って画像を拡大表示する方法を説明します。

　　(1)も う一度 「検索結果」フォルダーを開いて,画 像情報一覧表に切 り替えまし

　　　　ょう。マウスで 「フォルダーを開 く」を選択 してください。

　　(2)フ ォルダーは閉 じたときの状態を記憶 していますので,文 宇情報一覧表が表

　　　 示されます。タイ トルバーのメニューで 「画像情報一覧表にする」を選択 し

　　　 て ください。

　　(3)画 像情報一覧表が表示されたら,先 ほどの虎の仮面を拡大 してみることにし

　　　　ます。マウスカー ソルを虎の仮面上に持っていき,左 ボタンを押 してつかん

　　　 で ください。

　　(4)そ のままマウスカーソルを5080ア イコン上まで移動 し,ボタン を離してくだ

　　　　さい。5080アイコン が大きくな り,虎 の仮面が拡大 して表示されます(図

図10　 5080へ の表示
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　　　　10)。(実 際に5080を 接続している場合,画 像が表示されるまでに10秒程度か

　　　 か りますので,少 しお待ちください。)

　・5080上で拡大された画像からも,情 報 カー ドを取 り出すことができます。表示 さ

　 れている画像の文字数値データを確認 したいとき便利です。

　　(1)マ ウスカーソルを拡大された画像上に持 っていき,右ボタン を押 してメニ

　　　　ューを出し,「情報カー ドを取 り出す」を選択 します。

　　(2)情 報カー ドが表示 されますので,見 終わったらクローズボタン を押 して閉 じ

　　　　てください。

　・続けて画像を拡大表示させたい場合は,見 たい画像を大きくなった5080アイコン

　　上に持っていけば画像がおきかわ ります。

　　(1)猿 の仮面を拡大 してみ ましょう。マウスカーソルを猿の仮面上に持 ってい

　　　　き,左ボタン を押 してつかみます。

　　(2)そ のままマウスカーソルを拡大された虎の画像上まで移動 し,ボ タンを離 し

　　　　て くだ さい。虎の画像に代わ って,猿 の仮面の画像が拡大 して表示 され ま

　　　　す。

　　(3)見 終わったら5080アイコン を閉じましょう。5080の クローズボタン を押 して

　　　　ください。

　・以上で5080アィコン の基本的な使用方法の説明は終わ りです。実際に5080を 接続

　　して使 っていらっしゃる方には,次 節でさらに詳 しい使用方法について説明しま

　　す。それ以外の方は次節を飛ぽして,3.4節 にお進みください。

3.3.25080が 接続されている場合の操作

　・実際に5080が 接続されている場合には,パ ーソナルコンピューターのディスプレ

　　イに拡大画像を表示させるだけでなく,5080デ ィスプレイに高解像度の画像を表

　 示させることができます。また,三 面図を表示させた り,何 枚かの画像を同時に

　 表示させて比較 した りすることができます。 まず三面図を表示させましょう。

　　(1)も う一度虎の仮面の画像を5080に 表示させましょう。虎の画像をマウスでつ
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　 　 か み,5080アイコン 上 に 持 って い って くだ さい。

(2)5080アイコン を 開 い た と きに は最 も大 き な画 像 が 表 示 され るモ ー ド(鳥瞰 図

　 　 　 ・1×1)に 設 定 され て い ます 。 モ ー ドを切 り替 え るに は,マ ウス カ ー ソル を

　 　 5080の タ イ トルバ ー上 に持 って い き,右 ボ タ ンを 押 して メ ニ ュー を 出 し ま

　 　 す 。 メ ニ ュー には5080で 使 用 で き る7種 類 の モ ー ドが 表 示 され て い ます 。 そ

　 　 れ では 下 か ら2番 目の 「鳥 鰍 図 ・三 面 図」 を 選 択 して くだ さい 。

(3)5080の 画 面 が い った ん 消 え,右 上4分 の1に カ ラ ーの 鳥 鰍 図 が,次 に 白黒 の

　 　 平 面 図,正 面 図,側 面 図が 順 に表 示 され てい き ます。

・次 に い ろ い ろな仮 面 を 同時 に表 示 させ ,比 較 を行 な って み ま し ょ う。

(1)タ イ トルバ ー の メ ニ ューか ら 「鳥鰍 図 ・2×2」 を 選 択 します 。 虎 の 仮 面 の鳥

　 　 鰍 図が 左 上 に 表示 され ます 。

(2)次 に猿 の仮 面 を マ ウスを 使 って,5080アイコン 上 の虎 の仮 面 の右 どな りの空

　 　 　い て い る部 分 に持 っ て い き ます 。 す る と5080の 画 面 右 上 に猿 の仮 面 が 表 示 さ

　 　 　れ ます 。 同様 に して,好 きな 仮面 を5080の 下 の空 い て い る部 分 に 持 っ て い っ

　 　 　て くだ さ い。

　(3)次 に表 示 さ れ て い る仮 面 の正 面 図 を 比較 して み ま し ょ う。 タイ トル バ ーの メ

　 　 　ニ ュー か ら 「正 面 図 ・2×2」 を選 択 し ます。 同様 に して,平 面 図や,側 面 図

　 　 　も表 示 させ る こ とが で き ます 。

・以 上 で5080ア イ コ ンの 詳 しい使 い 方 を 終 了 しま す 。5080アイコン を 閉 じま し ょ

　 う。

　(1)5080アイコン の ク ローズ ボタ ンを 押 して,ウ ィ ン ドウを閉 じます。

3.4　 フ ォル ダーを編集 す る

　・検索 してきたフォルダーから集合演算によって新 しい組合せのフォルダーを作 っ

　　た り,手 作業で自分の欲 しいカー ドだけを集めた りする方法を説明します。

3.4.1集 合演算による分類方法

　・集合演算アイコンを使って2つ のフォルダー間で集合演算を行ない,新 しい集合
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　 を 作 って い く こ とが で き ます 。例 え ば タイ で使 用 され て い る もの を集 めた フ ォル

　 　ダ ー と,す べ て の籠 を集 め た フ ォル ダ ーが あ った場 合,こ の2つ の フ ォル ダー の

　 共 通集 合 を作 って や れ ば タ イで 使 用 され て い る籠 の集 合 を得 る こ とが で き ます 。

(1)ま ず 元 に な る集 合 を 作 ります 。3.1節 を参 考 に して 「使 用 地 」 が 「タ イ」 の

　 　情 報 カ ー ドと,「 標 本 名 」 が 「籠 」 の情 報 カ ー ドを検 索 して,そ れ ぞ れ フ ォ

　 　ル ダ ーに入 れ て くだ さい。

(2)で き ま した ら,マ ウス カ ー ソル を 籠 の フ ォル ダ ー上 に持 って い き,左ボタン

　 　を 押 して フ ォル ダー をつ か み ます 。 押 した ま まマ ウス カ ー ソル を 集 合 演 算 ア

　 　イ コ ソ上 に持 っ て い き,ボ タ ンを離 します。

(3)集 合演算アイltソ 内の左上の四角形が黄色に変わ り,メ ッセージが表示され

　　ますので,「了解」を選択 します。以上で籠のフォルダーを集合Aと して登

　　録 しました。

(4)次 にタイのフォルダーをつかみ,集 合演算アイコン まで持 っていきます。す

　　るとどのような演算をするかきいてくるので,上 から2番 目のrAとBの 交

　　わ り」を選択 します。

(5)す るとタイのフォルダーがあった場所に 「演算結果」とい う名前の新 しいフ

　　ォルダーが挿入されます。「フォルダーを開 く」を選んで画像情報一覧表,

　　または文字情報一覧表を表示して,タ イの籠が集められていることを確認 し

　　てください。

・このほかにも2つ の集合を如えた り,引 いた りして,検 索を行なわな くてもある

程度の集合を作 り出すことができます。

3.4.2　手作業による分類方法

　・ここまでは コンピューターを使ってある程度自動的にフォルダーを作る方法につ

　　いて述べてきましたが,画 像を見て分類を したいとい うような場合があ ります。

　 例えばタイの籠の画像情報一覧表を見ると,手 提げのついている籠と,つ いてい

　　ない籠が含まれています。 これ らを分類 しようとした場合,情 報カー ドにそのよ

　　うな項 目が書かれていない限 り自動的にはできません。そこで手作業によ り,簡

　　単に目的とするフォルダーを作 る機能を持っていますので,こ こで練習 してみま
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し ょ う。

(1)ま ず タイρ籠の画像情報一覧表を表示 させて ください。次に作業用 フォル

　　ダーを作 るために,タ イの籠のウィンドウ を右端にず らします。マウスカー

　　ソルをタイ トルバ ー上に持 っていき,左 ボタンを押 してつかみます。そのま

　　まウィンドウを画面の右端まで持っていき,ボタン を離します。

(2)ず ら した 部 分 に 引 き出 しウィンドウ が 表 示 され ます の で,適 当 な フ ォル ダ ー

　 　上 に マ ウス カ ー ソル を持 って い き,右 ボ タ ンで メ ニ ュー を 出 します 。 一 番 上

　 　 に あ る 「作 業 用 フ ォル ダ ーを 作 る」 を 選 択 し ます 。

(3)作 業 用 フ ォル ダ ーが で き ま した ら,メ ニ ューで 「フ ォル ダー を開 く」 を選 択

　 　 します 。

(4)空 の フ ォル ダ ーは 画 像1個 分 の 大 き さ しか な い た め,タ イ トル バ ーの メ ニ

　 　 ュー で 「並 び方 を変 更 す る」 を選 択 して,大 き さを変 え ます 。

(5)横 の個数と縦の個数を指定するスライ ドボ リュームが表示されますので,ス

　　クロールボタンを押 して横の個数を2に,縦 の個数を3に 設定します。でき

　　ましたら 「終了」を選択 してください。

(6)こ れでフォルダーの大きさは変更されましたので,グ ローボタvを つかんで

　　右下いっぱいまで広げます。

(7)以 上で手提げ籠を入れるフォルダーの準備ができましたので,デ ータを移動

　　させることに します。タイの籠のフォルダーの手提げ籠の画像上にマウス

　　カーソルを持っていき,左 ボタンを押してつかみます。そのままマウスカー

　　ソルを作業用フォルダーの左上の空いている部分に移動させ,ボタン を離 し

　　ます。

(8)す ると手提げ籠の画像が作業用 フォルダーに移動 します。あとは同様な方法

　　で,手 提げのついている籠だけをすべて作業用フォルダーに移 してください

　　(図11)。

・以 上 で手 提 げ の つ い て い る籠 だ け を集 め て フ ォル ダ ーを作 る こ とが で きま した。

分 か りや す い よ うに フ ォル ダ ー名 を変 更 して お きま し ょ う。
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図11手 作業に よる分類

(1)ま ず手 提 げ 籠 のウィンドウ を 閉 じま し ょう。 左 上 の ク ロー ズボ タ ンを 押 して

　 　 くだ さ い。

(2)作 業 用 フ ォル ダ ーが 閉 じます の で,フ ォル ダ ー上 に マ ウ ス カ ー ソルを 持 って

　 　い き,右ボタン で メ ニ ューを 出 し「フ ォル ダ ー名 を変 更 す る」を 選 択 し ます 。

(3)画 面に文字入力カーソルが表示されますので,漢 字入力で 「手提げ籠」 と入

　　力し,改 行キーを押 してください。 フォルダー名が変更されます。

・以上でCIRESの 基本的な操作方法の説明は終了です。 まだ説明していない機能

もい くつかあ りますが,操 作の基本は同じですから,一 度試 してみれぽす ぐに理

解できることと思います。

　　　　　　　　　　　 (橋原秀晴　日本アイ ・ピー・エム(株)東 京基礎研究所)
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